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第10回  熊谷元一写真コンクール 
　７月７日（土）昼神の熊谷元一写真童画館にお

いて、10回目となる熊谷元一写真賞コンクール

の表彰式が行われました。次回11回のコンクー

ルには、是非多くの村民のみなさんの参加をお

待ちしています。 

受賞者を交えての記念撮影 
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●●● 国民健康保険税●●●

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
二
・

三
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
繰
越
金
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
国
保
税
全
体

で
一
世
帯
平
均
七
・
三
二
％
減
額
と
な
り

ま
す
。（
医
療
分
、介
護
分
そ
れ
ぞ
れ
の
税

　

平
成
十
九
年
度
の
阿
智
村
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
方
式
に
つ
い
て
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
審
議
い
た
だ

き
、
阿
智
村
議
会
六
月
定
例
会
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度

は
前
年
度
に
比
べ
約
十
％
医
療
費
が
伸
び
、

率
つ
い
て
は
、
表
の
と
お
り
）

　

一
世
帯
当
た
り
平
均
医
療
費
は
、
八
万

八
千
三
百
七
十
九
円
で
、前
年
よ
り
七
・
九

％
、七
千
五
百
八
十
三
円
減
額
と
り
ま
す
。

増減額・率平成１９年度平成１８年度

０５．５０％５．５０％所得割

△９．７０％２５．８０％３５．５０％資産割

△１，０００円１７，０００円１８，０００円均等割

△１，０００円２１，０００円２２，０００円平等割

増減額・率平成１９年度平成１８年度

０％１．６４％１．６４％所得割

０％９．９５％９．９５％資産割

２００円７，７００円７，５００円均等割

３００円６，０００円５，７００円平等割

平成１７年度 平成１８年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

一般医療費 

１人当たり医療費 

一般被保険者数 

１，２１１ 

１，２９１ 
１，３１９ 

１，３３１ 
 

（人） １，３３３ 
 

１５５，９２５ 

２０６，２１４ 

２１５，１７３ ２２７，３１４ 

（千円） ２４６，５０９ 

１１８，０２８ 

１５９，７３２ 
１６３，１３４ 

１７０，７８４ 

（円） １８４，９２８ 

介護分の税率

医療分の税率

５年間の医療費・被保険者の推移

　

介
護
分
（
四
十
歳
〜
六
十
四
歳
の
国
保

加
入
者
の
介
護
保
険
分
の
保
険
税
）
の
税

率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介
護
保
険
納
付
金

総
額
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
加
入
者
お

よ
び
課
税
標
準
額
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

均
等
割
、
平
等
割
が
上
が
り
ま
す
。

　

一
世
帯
平
均
当
た
り
三
万
一
千
百
九
円

で
〇
・
五
％
、
百
八
十
三
円
の
増
加
で
す
。
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●●● 保育料●●●

徴収基準（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

３歳以上児（円）３歳未満児（円）定　　　　　　　　　義階層区分

００生活保護法による被保護世帯第１階層

６，０００９，０００
市町村民税
非課税世帯

第１階層及び第４～第７階
層を除き、前年度分の市町村
民税の額の区分が次の区分に
該当する世帯

第２階層

８，０００１２，０００村民税課税世帯第３階層

１０，０００１５，０００７２，０００円未満

第１階層を除き、前年分の所
得税課税世帯であって、その
所得税の額の区分が次の区分
に該当する世帯

第４階層

１２，０００１８，０００
   ７２，０００円以上
１８０，０００円未満

第５階層

１４，０００２１，０００
１８０，０００円以上
４５９，０００円未満

第６階層

１６，０００２４，０００４５９，０００円以上第７階層

（表2）平成19年度保育料徴収基準額表（浪合地区） 

※同一世帯で、同時に２人以上の児童が入所の場合、保育料が軽減されます。
・同時入所児童のうち１人目は全額徴収となります。
・同時入所児童のうち２人目１／２徴収となります。
・同時入所児童のうち３人目は１／１０徴収となります。
※第２・３階層は母子・父子世帯、障害者世帯により、保育料が減免される場合があります。

徴収基準（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

３歳以上児（円）３歳未満児（円）定　　　　義階層区分

００生活保護法による被保護世帯第１階層

６，３００
 ９，４００   
（７，０００）

市町村民税
非課税世帯

第１階層及び第４～第
７階層を除き、前年度
分の市町村民税の額の
区分が次の区分に該当
する世帯

第２階層

１１，１００
１５，８００   
（１２，０００）

村民税課税世帯第３階層

１５，３００
２２，５００   
（１７，０００）

４５，０００円未満

第１階層を除き、前年
分の所得税課税世帯で
あって、その所得税の
額の区分が次の区分に
該当する世帯

４－１第
４
階
層 １７，９００４５，０００円以上

７２，０００円未満
４－２

２０，０００
３２，３００   
（２４，５００）

７２，０００円以上
１８０，０００円未満

第５階層

２１，２００
３９，１００   
（２９，５００）

１８０，０００円以上
４５９，０００円未満

第６階層

２２，０００
４２，５００   
（３２，０００）

４５９，０００円以上第７階層

（表１）平成19年度保育料徴収基準額表（阿智地区） 

※同一世帯で、同時に２人以上の児童が入所の場合、保育料が軽減されます。
・同時入所児童のうち１人目は全額徴収となります。
・同時入所児童のうち２人目１／２徴収となります。
・同時入所児童のうち３人目は全額免除となります。
※ 第２・３階層は母子・父子世帯、障害者世帯により、保育料が減免されます。
・第２階層は免除、第３階層は１,０００円軽減
※ 同居している多子世帯における第３子以降の児童にかかる保育料を５０％減額します。
※ 阿智村に住所を有する広域入所児童１人当たり、徴収基準額に５，０００円を加算し徴収します。

（　　）…　３歳到達児の保育料

　

保
育
所
の
運
営
費
は
、
保
護
者
等
に
よ

る
利
用
者
負
担
金
（
保
育
料
）
と
村
の
一

般
財
源
、
そ
の
他
補
助
金
等
で
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
、
保
育
所
運
営
費
に

対
す
る
保
護
者
の
負
担
割
合
は
十
九
・
二

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
国
の
基
準
に
対
し
て
、

村
の
基
準
は
、軽
減
率
に
し
て
四
十
五
・
一

％
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
三
子
目
以
降

を
半
額
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
十
一
％

に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
所
得
よ
り
定
率
減
税
率
が

十
％
に
縮
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
四
階
層
以

上
の
階
層
区
分
の
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
所
得
税
の
増
額
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
育
て
中
の
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
保
育
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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おしらせ 

村
職
員
等
（　

）
内
は
旧
任

▽
兼
特
命
お
よ
び
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
担

当　

統
括
参
事　

佐
々
木
幸
仁
（
兼
ふ

る
さ
と
整
備
課
長
）

▽
兼
昼
神
お
よ
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当　

企
画
参
事　

水
上
宗
光
（
兼
経
済
活
性

課
長
）

【
民
生
課
】

▽
兼
保
健
係
長　

園
原
一
吉（
民
生
課
長
）

▽
今
村　

雅
（
議
会
事
務
局
）

▽
熊
谷
真
理
子
（
臨
時
的
任
用
）

【
ふ
る
さ
と
整
備
課
】

▽
課
長　

河
合
隆
文（
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

長
谷
川
恵
一

（
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
）

▽
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー　

近
藤
忠
雄
（
浪

合
支
所
）

【
経
済
活
性
課
】

▽
課
長　

岡
庭
敬
芳
（
商
工
観
光
係
長
）

▽
商
工
観
光
係
長　

牛
山
明
彦
（
産
業
支

援
係
長
）

【
総
務
課
】

▽
男
女
共
同
参
画
係
長　

木
下
幸
子
（
民

生
課
保
健
係
長
）

【
議
会
事
務
局
】

▽
兼
務　

木
下
幸
子

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

人
事
異
動

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈
平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
十十十十十十十十十十十十十十十十
九九九九九九九九九九九九九九九九
年年年年年年年年年年年年年年年年
七七七七七七七七七七七七七七七七
月月月月月月月月月月月月月月月月
一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日
〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

〈
平
成
十
九
年
七
月
一
日
〉

　

阿
智
村
水
田
農
業
推
進
対
策
協
議
会
で
は

需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
を
図
る
と
と
も
に
、

水
田
農
業
の
構
造
改
革
や
水
田
を
活
用
し
た

作
物
の
産
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〔
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
助
成
制
度
〕

　

安
心
・
安
全
な
米
づ
く
り
、
水
田
を
利
活

用
し
た
園
芸
作
物
な
ど
の
生
産
振
興
を
推
進

す
る
た
め
に
産
地
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

産
地
づ
く
り
交
付
金
を
受
け
る
に
は
交
付

要
件
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
集
荷
円
滑
化
事
業
に
加
入
す
る
こ
と
。

☆
交
付
金
対
象
作
物
を
転
作
水
田
に
作
付
け

し
、
生
産
調
整
の
実
施
者
で
あ
る
こ
と
。

☆
作
付
面
積
合
計
が
二
百
�
（
二
�
）
以
上
、

転
作
水
田
の
七
割
以
上
に
作
付
け
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
花
き
に
つ
い
て
は
百
�
（
一
�
）

以
上
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
（
初
つ
が
る
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
水
田
借

り
手
、
湛
水
直
播
栽
培
は
五
百
�
（
五
�
）

以
上
）

☆ 
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
等
の
提
出
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

申請方法など助成の単価(見込)助成の種類

各農家から提出された水稲生産実施計画書に
基づき対象水田の現地確認を行います。

１０a当り
7,000円

水田を利用した振興品目に対する助成
（産地づくり交付金の対象振興品目）
大豆、そば、きゅうり、スイートコーン、アスパラガス、姫ひまわり、
ヒペリカム、飼料用作物など
　※果樹については新植または4年以内の交付対象期間に限る。

JAまたは役場ふるさと整備課にある申請書に
必要事項を記入し、堆肥購入の領収書を添付
して１０月３１日（水）までに提出して下さい。

堆肥１トン当り
1,500円

振興品目作付に対して堆肥を購入した場合の助成
平成19年度に収穫又は植え付けに用いる堆肥とし、平成18年10月
から平成19年9月までに購入した堆肥。

JAまたは役場ふるさと整備課にある申請書に
必要事項を記入して、１１月３０日（金）までに
提出して下さい。

１０a当り
　20,000円

水田を新たに借りて（利用集積して）、水稲または振興品目を作付け
した場合の助成
作付面積が合計500�（5a）以上で農業委員会に申請を終えた新規
貸借田。

JAまたは役場ふるさと整備課にある申請書に
必要事項を記入して、申込書を１０月３１日（水）
までに提出して下さい。

１０a当り耕起・整地　
4,500円

田植え　4,850円
収穫　　7,200円

水田の作業受託（１ｈa以上）に対する助成
耕起・整地・田植え・収穫（コンバイン作業等）の３作業のうち同一
圃場で２作業以上を受託した場合、または保全管理を目的として耕
起・整地作業と、その他に草刈り作業など２作業を受託した場合

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更
生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。
　犯罪や非行が生まれるのも、また、社会復帰を果たす場も地域社会です。したがって、罪
を犯した人たちや、非行をした少年たちの更生が円滑に行われるためには、本人の意欲と併
せ、その人を取り巻く地域社会の理解と協力が不可欠です。
　現在深刻な状況にあるといえる少年非行や薬物濫用を抑え、希薄となった地域の連帯や家
族の絆を取り戻し、安全で安心して暮らせる明るい地域づくりのため、毎年七月を強調月間
として、全国各地でそれぞれの地域の特色を活かしながら、様々な活動が行われています。
村では保護司・更生保護女性会が中心となり、学校巡りや小集会などを行っています。

◎詳しくはJAみなみ信州農協阿智営農センター(電話43-2225)、役場ふるさと整備課農林係(電話43-2220)までお問い合わせ下さい。
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平
成
十
九
年
度
の
阿
智
村
農
作
業
労
賃
等
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　平成１9年度阿智村農作業標準労賃、機械作業料金
１．食事は、労務者持ちとします。
２．１日の労働時間は、実働8時間とします。
３．消費税5％は、内税とします。（機械作業のみ）

４．男女雇用機会均等法により、農作業標準労賃を同額
にしてあります。

５．作業別労賃、機械作業料金は以下のとおりとします。
（単位：円）

摘 要平成19年標準（男女同額）単 位作業別種類

6,4001日当り一 般 作 業
稲
作 6,500〃田 植 作 業

◎散布機持ち込み1,6001時間当り防 除 作 業

6,4001日当り畑 作 一 般 作 業

1,6001時間当りせ ん 定 作 業
果
樹 8501時間当り花 付 け 作 業

6,4001日当り一 般 作 業

◎労務受託のみ1,6001時間当り機械オペレーター

機
械
作
業
特
殊
田
は
別
途
考
慮

◎但し、15cm耕起を標準とする。
　なお、面積3アール以下のほ場については、20%増とする。
　あげ代を条件とする。

8,500１０アール当り耕 起 の み

12,500〃代 か き の み

(機械借料のみ2条植5,000円)10,000〃田 植 作 業

◎結束ひも付
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。(機械借料のみ5,000円)10,000〃刈 取 作 業

(バインダー )

◎面積3アール以下のほ場は、20%増しとする。
(機械借料のみ5,000円)10,500〃ハーベスター

◎技術者付き1俵当り
◎20俵以下は20%増しとする。8001俵当りも み す り

◎補助者は委託者が手配する。
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。22,000１０アール当り自 脱 型

コ ン バ イ ン

◎農薬は委託者持ち3,500〃Ｓ.Ｓ防除作業

　

少
子
・
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、
農
村
部

に
お
い
て
も
都
市
化
傾
向
が
進
み
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
り
、
個
人
や
家
庭
が
孤
立
す
る
状
況
が

現
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
心
の
か
よ
う
家
庭
作
り
や

地
域
で
の
人
間
的
な
つ
な
が
り
を
つ
く
る
原

点
で
あ
り
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
る
第
一
歩
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
・
職
場
な
ど
に
お
い
て
自
発

的
に
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
る
よ
う
意
識
啓
発

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
あ
い
さ
つ
運
動

の
標
語
を
公
募
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

募
集
内
容

�
テ
ー
マ

右
記
の
趣
旨
を
簡
潔
に
表
現
し
て
い
て
、

あ
い
さ
つ
に
関
し
て
村
民
一
人
一
人
の
意

識
啓
発
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語

�
応
募
資
格

�
小
中
学
生
の
部：

阿
智
村
に
住
所
を
有
し

村
内
の
小
・
中
学
校
へ
通
う
児
童
・
生
徒

�
一
般
の
部：

阿
智
村
に
住
所
を
有
す
る
高

校
生
以
上
の
者

�
応
募
方
法

�
小
中
学
生
の
部：

各
小
中
学
校
を
通
じ
て

提
出
。
氏
名
、
学
年
、
学
校
名
を
記
入
す

る
こ
と
。

�
一
般
の
部：

教
育
委
員
会
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入
す
る

こ
と
。

＊
電
話
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
応
募
上
の
注
意

�
自
身
で
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

�
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

�
著
作
権

　

著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す
る
。

応
募
の
締
め
切
り

 
平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
�
必
着
。
郵

便
の
場
合
は
当
日
消
印
ま
で
有
効
と
す
る
。

選
定
方
法

�
小
中
学
生
の
部：

各
学
校
で
三
点
を
推
薦

し
、
主
催
者
に
よ
る
選
定
委
員
会
に
お
い

て
各
校
一
作
品
を
最
優
秀
賞
、
残
り
二
作

品
を
優
秀
賞
と
し
て
選
定
。

�
一
般
の
部：

主
催
者
に
よ
る
選
定
委
員
会

に
お
い
て
一
作
品
を
最
優
秀
賞
と
し
て
選

定
。

発　
　

表

 
最
優
秀
作
品
は
、
平
成
十
九
年
九
月
以
降

に
小
中
学
生
の
部
は
学
校
を
通
し
て
、
一

般
の
部
は
直
接
本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、

阿
智
村
の
広
報
等
で
発
表
。

標
語
の
活
用

小
中
学
生
の
部
に
お
け
る
最
優
秀
作
品
を

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
印
刷
し
、
村
内
の
公
共

施
設
へ
の
掲
示
お
よ
び
村
内
全
戸
へ
配
布
。

主
催
者

　

阿
智
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
会

後　
　

援

　

信
濃
毎
日
新
聞
社　

阿
智
村
教
育
委
員
会

事
務
局

　

阿
智
村
教
育
委
員
会　

子
育
て
支
援
室
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第第第第第第第第第第第11111111110000000000回回回回回回回回回回10回

熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊
谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
ココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

熊
谷
元
一
写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
で
は
本
村
の
名
誉
村
民
で
あ
る
熊
谷
元
一
さ
ん
の
功
績
を
顕
彰
し
、
現
在
に
生

か
し
て
未
来
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
十
回
熊
谷
元
一

写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
熊
谷
元
一
さ
ん
の
「
農
村
記
録
写
真
」
の
精
神
に
ひ
か
れ
た
、
四
十
都

道
府
県
の
三
百
八
十
三
人
の
方
か
ら
千
点
を
越
え
る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
七
月
七

日
（
土
）、
阿
智
村
観
光
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
元
一
写
真
童
画
館
）
に
お
い
て
、
入
選
作

品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
智
村
で
は
、平
成
八
年
六
月
、

農
村
記
録
写
真
を
通
じ
て
心
豊
か

な
生
活
文
化
の
創
造
に
役
立
て
る

た
め
、「
農
村
記
録
写
真
の
村
」
宣

言
を
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
作
品
で
は
な
い
民
衆
の
生

活
を
撮
り
記
録
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
十
年
よ
り
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
十
回
目
と
な
る
今
回
は
、
全

国
四
十
都
道
府
県
の
三
百
八
十
三

人
の
方
か
ら
千
二
十
四
点
の
力
作

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
元
一
さ
ん
が
見
守
る
な
か

行
わ
れ
た
、伊
東
征
彦
審
査
委
員
長

を
は
じ
め
五
人
の
審
査
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
、栄
え
あ
る「
元
一
写

真
大
賞
」に
は
、神
奈
川
県
川
崎
市

の
渡
辺
美
奈
子
さ
ん
の
作
品「
ツ
ツ

ジ
摘
み
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

〈
審
査
講
評
…
伊
東
審
査
委
員
長
〉

　

十
回
目
を
迎
え
た
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

作
品
も
受
け
付
け
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
が
久
し
振
り
に
千
点
を

越
え
る
応
募
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
入
賞
作
品
に
は
大
賞
を
始
め

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
の
作
品
が
多

く
占
め
た
の
は
、
時
代
を
象
徴
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
賞
の
「
ツ
ツ
ジ
摘
み
」
は
、

こ
ん
な
に
美
し
い
笑
顔
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
…
と
、
つ
い
作
品
に
引

き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
写

テ
ー
マ「
笑
顔
」

テ
ー
マ「
笑
顔
」

元一写真大賞　『ツツジ摘み』
渡 辺 美 奈 子　（撮影地：神奈川県川崎市）

信毎賞　『内緒ばなし』
中澤利治（撮影地：長野県海野宿）

阿智村賞　『お祭り大好き』
平野昌子（撮影地：東京都新橋）
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テ ー マ 部 門
住　　　所お 名 前作　品　名

☆一般の部
○元一写真大賞

（神奈川県　川崎市）渡辺美奈子「ツツジ摘み」
○阿智村賞

（神奈川県　横浜市）平野　昌子「お祭り大好き」
○信毎賞

（長野県　佐久市）中澤　利治「内緒ばなし」
○ＪＡみなみ信州賞

（長野県　松川町）佐藤　信一「ばあばといっしょ」
○優良賞（２点）

（山形県　川西町）阪野　吉平「祭りの日に」
（愛媛県　新居浜市）伊藤　克朗「幸せいっぱい花満開」

○佳作（20点）
（静岡県　焼津市）吉田　勝次「高笑い」
（北海道　名寄市）岡本　竜雄「初もうで」
（静岡県　静岡市）寺田　　稔「京の春」
（山形県　山形市）矢田目敏弘「入園式の日」
（長野県　須坂市）丸山美奈子「おんぶ」
（大阪府　藤井寺市）森田　　茂「今からはじまる」
（大阪府　大阪市）鹿内　竣一「家族の絆」
（愛知県　豊橋市）大原　玉市「うまく入れない！」
（長野県　長野市）外戸　孝雄「初めての田植え」
（神奈川県　小田原市）本間　浩一「まつりの兄妹」
（大阪府　岸和田市）溝端　　均「夢中」
（群馬県　前橋市）若尾　秀次「幸せ」
（福岡県　福岡市）百�　礼治「春の笑顔」
（長野県　野沢温泉村）富井　保光「母子」
（岡山県　岡山市）柴奥　啓市「満面」
（静岡県　静岡市）滝井　　厚「放課後のグランド」
（長野県　白馬村）塩島　千典「わーい！るいちゃんが大勢」
（長野県　伊那市）久保村　厚「祭り終い」
（京都府　京都市）中野　　豊「嫁ぐ日」
（長野県　長野市）岩崎　紀夫「ごきげんカップル」

☆高校生以下の部
○飯田信用金庫賞（5点）

（広島県　呉市）鷹取　和弥「お肉いっぱい」
（広島県　呉市）鷹取　由季「ひとやすみ」
（静岡県　裾野市）三富香織里「踊り子」
（兵庫県　神河町）中川　貴文「楽しい海辺」
（兵庫県　姫路市）中村　幸嗣「放課後のふれあい」

村内撮影部門（テーマ自由）
○阿智村内撮影賞（2点）

（阿智村）熊谷　勇蔵「穏やかな日差しの中で」
（阿智村）木下　清勝「成人になったよ」

真
の
構
図
と
し
て
は
多
少
の
難
点

は
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
の
瞬
間

の
表
現
は
そ
ん
な
マ
イ
ナ
ス
面
を

吹
き
飛
ば
す
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

 　

写
真
で
大
切
な
の
は
表
現
力
だ

と
思
い
ま
す
。
見
る
人
に
「
こ
れ

は
面
白
い
。
楽
し
い
写
真
だ
」
と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大
切
で
、

被
写
体
と
同
化
す
る
こ
と
が
表
現

力
の
強
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次

回
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

第
十
回
の
今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
笑
顔
の
作
品
が
全
国
か
ら
集
ま

り
、
シ
ビ
ア
な
審
査
で
し
た
が
、

審
査
員
一
同
楽
し
い
気
持
ち
で
審

査
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
世
相
の
中
、
大
切
な
の

は
生
活
に
潤
い
や
希
望
を
持
た
せ

る
笑
顔
で
す
。
十
一
回
の
コ
ン
ク
ー

ル
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
写
真
で
飾

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
る
人
が

思
わ
ず
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
写
真
も
期
待
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
も　

で
OK

す
。
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
・

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
そ
し
て

小
中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
も

気
軽
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

（
審
査
委
員
長　

伊
東
征
彦
）

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
マママママママママママママママママママママママママ
ははははははははははははははははははははははははは

 
次
回
テ
ー
マ
は

再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび

    
再
び
「「「「「「「「「「「「「「
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑

顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔

「
笑　

顔
」」」」」」」」」」」」」」」

優良賞　『幸せいっぱい花満開』
伊藤克朗（撮影地：愛媛県四国中央市）

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
賞　

『
ば
あ
ば
と
い
っ
し
ょ
』

佐
藤
信
一
（
撮
影
地：

長
野
県
長
野
市
）

優
良
賞　

『
祭
り
の
日
に
』

阪
野
吉
平
（
撮
影
地：

山
形
県
飯
豊
町
）
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〜　

歳
の
方
を
対
象
に
平
成　

年
度
か
ら
健
診
が
変
わ
り
ま
す

40

74

20

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
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健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
及
び
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予
備
軍
を
見
つ
け
だ
し
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
全
て
の
保
険
者
に
、
特
定
健
診
及
び
保
健
指
導
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
基

本
健
診
に
変
わ
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が
受
診
す
る
健
診
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

2ステップ 2 追加リスクをカウント 

1

・新しい健診項目と「標準的な質問票」 
・40～74歳の被保険者が対象 

ステップ 1 内蔵脂肪の蓄積に着目してリスクを判定 

腹囲 
男性 85cm 以上、 
女性 90cm 以上 

腹囲 
男性 85cm 未満、 
女性 90cm 未満でも 
BMI25※以上 

※BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m） 

①血　糖 
a：空腹時血糖100mg/dl 以上　または 
b：ヘモグロビンA1cの場合5.2％以上　または 
c：薬剤治療を受けている場合（質問票より） 

②脂　質 
a：中性脂肪150mg/dl 以上　または 
b：HDL コレステロール40mg/dl 未満　または 
c：薬剤治療を受けている場合（質問票より） 

③血　圧 
a：収縮期血圧130mmHg 以上　または 
b：拡張期血圧85mmHg 以上　または 
c：薬剤治療を受けている場合（質問票より） 

④質問票 
喫煙暦あり 
（①から③のリスクが1つ以上の場合にのみカウント） 

○特定健診を実施します 

1 2

●村で行う特定健診は40歳～74歳までの国民健康保険の方が対
象になります。

●健診はメタボリックシンドローム（ステップ1）に着目して、
生活習慣病の予防が目的です。
●65歳～74歳の方には介護予防として、生活機能調査が追加さ
れます。

●健診結果（ステップ2）により段階別（ステップ3）に生活習
慣が改善されるように　支援（特定保健指導）が行われます。
●75歳以上の方は、ふれあいサロンの健康相談をご利用くださ
い。

村で行う特定健診は…

　　流れはこうなります特定健診・保健指導の　　　　　流れはこうなります 　　流れはこうなります 
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（    　　　） 

特定保健指導を実施します 3ステップ 3

1

2

面接 
（初回） 

動機づけ支援と同じ内容
の面接を行います。 

個別支援、グループ支援 

3カ月以上の継続的な支援 

評　価 

生活習慣の改善のための取り組みを
継続的に支援し、また、その生活が
続けられるようサポートします。 

個別支援、グループ支援、電話 

個別支援、グループ支援、電話 

目標設定から6カ月以上経過後に、
計画の進み具合と、身体状況や生活
習慣に変化が見られたかを確認しま
す。 

健診受診者全員に、 
健診結果通知時に行う 

健康な生活習慣の重要性に対す
る理解を深め、生活習慣を見直
すよう基本的な情報を提供します。 

パンフレットの送付等で 
情報提供 

ステップ1、2から保健指導 
対象者をグループ分け 

　　の人で、追加リスク数が 

2以上 

　1 

　0

　　の人で、追加リスク数が 

3以上 

1または2 

　0

○服薬中の人は（主治医に相談
します）特定保健指導の対象
になりません。 
 
○前期高齢者（65～74歳）は
積極的支援の対象となった場
合でも動機づけ支援とします。 

積極的支援 

動機づけ支援 

情 報 提 供 

積極的支援 

動機づけ支援 

情 報 提 供 

情報提供  

特定保健指導を実施します 

積極的支援 
（3～6カ月程度の支援期間） 

面接 
（原則1回） 

個別支援、グループ支援 

評　価 

目標設定から6カ月後に、身体状況
や生活習慣に変化が見られたかを確
認します。 

個別支援、グループ支援、電話 

動機づけ支援 
（原則1回の支援） 

生活習慣の改善のために
個別の行動計画を設定し、
自主的な取り組みを継続
的に行えるよう動機づけを

支援します。 

4ステップ 4

※ 

　

生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
脳
卒
中

や
糖
尿
病
な
ど
の
血
管
病
は
死
亡
原

因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
れ
に
伴
い
医
療
費
も
年
々

増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
て
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
目
的
に
し
た
健

診
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　

対
象
も
明
確
に
な
り
、村
の
特
定

健
診
は
国
保
の
方
が
対
象
で
す
。
そ

の
他
の
方
に
は
健
康
保
険
等
の
医
療

保
険
者
か
ら
通
知
が
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、健
診
受
診
率
が
低
い
と
、生

活
習
慣
病
の
予
防
が
困
難
と
な
り
健

康
が
害
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、将
来

七
十
五
歳
以
上
の
方
へ
の
医
療
制
度

支
援
金
が
減
額
さ
れ
、保
険
料
の
値

上
げ
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。

◆◆◆　保　健　計　画　◆◆◆
事　　業月　　日事　　業月　　日

１ 歳 ６ ヶ 月 健 診　 ９ 月 ２ １ 日２ 歳 児 健 診７ 月 ２ ７ 日

２ 歳 児 健 診　 ９ 月 ２ ６ 日４ ・ ７ ヶ 月 健 診７ 月 ３ １ 日

３ 歳 児 健 診１ ０ 月 １ ９ 日３ 歳 児 眼 科 健 診８ 月  　９ 日

リ ハ ビ リ 教 室毎週金曜日４ ・ ７ ヶ 月 健 診８ 月 ２ ８ 日

水中運動教室 (基礎教室 )毎週水・木・金曜日１ ０ ヶ 月 健 診８ 月 ２ ９ 日

水中運動教室(目的別教室)毎週月・水・木・金曜日ひ よ っ こ 教 室９ 月 １ １ 日

４ ・ ７ ヶ 月 健 診９ 月 １ ８ 日

健
診
で

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の

芽
を
摘
も
う

特定健診・保健指導の　　　特定健診・保健指導の　　　　　流れはこうなります 特定健診・保健指導の　　　
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いよいよ本格的な夏がやってきました。もうすぐ学校も夏休みです。日頃の学習やクラブ活動を始め、

様々な学校行事の中で、生徒もたくましく成長しています。

先日は最大のイベントである第50 回楝祭も盛会のうちに無事終了。地区の皆様方にも大勢来校いただき、

ありがとうございました。これから益々暑い季節を迎えますが、健康にはご留意下さい。

春のクラスマッチ

　5 月29・30 日に春のクラスマッ

チを開催。ソフトボール、バス

ケ、卓球など汗を流しました。

総合優勝は並みいる強豪3 年を

破り、なんと1年生という快挙!

生徒達が記念すべき50 回を飾るべく校舎内外の飾り付けに、工夫を凝らしました。

3年生和太鼓の発表 茶華道部のお茶会 美術同好会のモニュメント

1年生富士見台登山

　4 月25 日に1 年生は富士見台登山を

行いました。あいにくの雨模様の中で

したが、皆頑張りました。

楝の花ってご存じですか?

　阿智高の校歌にも歌われ、学校の象徴として文化祭もその名が付けられて
いる楝。村内の3 つの小学校と阿智高の校章にも楝がデザインされていま
す。その楝とはどんな樹木？その花は？と生徒と職員の間で話題に。みなさ
んはご存じでしたか?
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　　７月８日（日）に千曲市で行われた、第33回長

野県早起き野球ダークホース大会に、阿智村早起き野

球連盟から智里クラブが出場し、優勝しました。

　また、同大会スポンサー主催のプラカードコンテス

トでも併せて優勝しました。

阿智村消防技術大会

平成19年度自衛官等募集
待遇・その他採用試験日受付期間受　験　資　格募集種目

修学年限４年
卒業後１年で
３等陸・海・空尉
入学金・授業料免除

９月２３・２４日
９月５日～
９月７日　

高卒（見込含）21歳未満の者
（推薦については高等学校長の推
薦等が別途必要です。）

推薦防
衛
大
学 １次：１１月１０・１１日

２次：１２月１１～１４日
９月７日～
９月２８日　

高卒（見込含）21歳未満の者一般

修学年限６年
医師免許修得後に２尉　入学金免除

１次：１１月３・４日
２次：１２月５～７日

９月７日～
９月2８日　

高卒（見込含）21歳未満の者防衛医科大学

入隊後約６年で３等海・空尉
最短でパイロットに！

１次：９月２２日
２次：１０月１３～１８日
３次：１１/１１～１２/７日

８月１日～
９月７日　

高卒（見込含）21歳未満の者航空学生

修学年限３年
看護師免許修得後２曹  自衛隊の白衣の天使

１次：１０月１４日
２次：１１月１７・１８日

９月７日～
９月2８日　

高卒（見込含）21歳未満の者看護学生

入隊後３年経過後選考により
３等陸・海・空曹

１次：９月１７日
２次：１０月５～１２日
　　　　　（いずれか１日）

８月１日～
９月７日　

18歳以上24歳未満一般曹候補学生

陸上は２年（技術３年）
海上・航空は３年を１任期とし
任用（以降２年を単位）

受付時にお知らせします。年間を通じて実施

18歳以上27歳未満の者

男子２等
陸・海
・空士 ９月２４日

８月１日～
９月７日　

女子

修学年限４年
卒業後３等陸曹
高校の卒業資格修得

１次：１９年１月１３日
２次：１９年１月２６～２９日
　　　　　（いずれか１日）

19年11月１日～
　20年１月８日

中卒（見込含）17歳未満の男子自衛隊生徒

３年間で５０日の訓練修了後
予備自衛官

１回目
　　４月１４～１６日

2回目（予定）
　　１０月２０～２２日

1回目　１月９日
　～４月９日

2回目　７月１７日
　～１０月１５日

18歳以上34歳未満の者一般
予
備
自
衛
官
補

２年以内に１０日の訓練修了後
予備自衛官

18歳以上で国家資格を有する者
（最高齢　55歳まで）

技術

問い合わせ　自衛隊長野地方協力本部  飯田出張所  〒395－0053  飯田市大久保町２６３７－３（飯田市役所  南  国合同庁舎内）

　　　　　　電話・ＦＡＸ

：

0265（22）2613　Eメール

：

jsdf-iid@mx2.avis.ne.jp

　７月１日（日）、阿智中学校グランドに、ポンプ車操法の部３
チーム、小型ポンプ操法の部９チームが参加して村の操法大
会が行われました。約２ヶ月積み重ねてきた練習の成果を発
揮して、それぞれのチームごとに操作技術を競い合いました。
　この若いエネルギーが村を災害から守ります。
　　ポンプ車操法の部　　優勝　２分団
　　小型ポンプ操法の部　優勝　６分団
　　　　　　　　　　　　 ２位　１分団B
　　　　　　　　　　　　 ３位　５分団A

早起き野球で智里クラブ優勝
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参議院議員選挙
年　金太郎

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
い
よ
い
よ

業
務
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
、
自
分
の
経
験
を
活
か
し
て
い
た
だ

く
機
会
が
増
え
た
わ
け
で
、
様
々
な
分
野
で
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期

待
し
ま
す
。
も
う
す
で
に
草
刈
り
や
家
の
片
付
け
、農
作
業
等
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

活
躍
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

治
部
坂
高
原
に
今
年
も
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
ま
し
た
。
浪
合
地
区
の
観
光
協
会

の
み
な
さ
ん
が
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
よ
う
に
賑
わ
い
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
株
数
を
も
っ
と
多
く
し
た
り
、
宣
伝
を
し
て
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
浪
合
地
区
の
み
な
さ
ん
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
高
原
で
す
の
で
、

み
ん
な
で
知
恵
や
力
を
出
し
て
賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ゲ
レ
ン
デ
一

杯
に
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

　

年
金
問
題
、
政
治
と
カ
ネ
、
格
差
、
憲
法
等
々
、
日
本
の
国
の
将
来
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
参
議
院
選
挙
の
投
票
日
は
七
月
二
十
九
日
で
す
。
直
接
政
治
参
加
で
き

る
機
会
で
す
か
ら
、
こ
の
権
利
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
の
前
日
二
十
八
日
は
阿
智
の
夏
ま
つ
り
で
す
。
夏
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
が
準
備
を
行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
村
中
が
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
楽
し
み
を
つ
く
る
機
会
で
す
。
思
い
出
多
く

楽
し
い
祭
り
に
な
る
よ
う
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
 　
（
一
）


